第　35　回　施設処遇検討会議　議事録

　H21.1.19　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：小坂和子・小笠原嘉紀・馬渡道伸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向奈津美・出貝梢・中村文洋

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ.秋山S.G.M・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・三浦理見・上平ユリ子・)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：袴田　淑子様（青風荘入所者様）の処遇について

２：船場　幸子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：種本　サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

１：袴田　淑子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　緑内障

＜問題点＞

1 余暇は無為に過ごすことが多い（周りに対して無関心である）

· すぐ、部屋で寝る為、就床する時間以外はなるべく部屋に居ないよう声かけする。

· 服薬を済ませるまではホ－ルで過ごす事を習慣化させ、長くホ－ルで過ごせるようその都度声かけする。

· 皆と交わって過す事で自分の知らない情報を得たり、また自分自身をも知ってもらい、他者と繋がりを持てるよう介入する。

· 日課チェックリスト表で、本人にチェックして頂き振り返りを行ない、自発的に出来るように支援する。

· 時間まで過せている時は評価して自信に繋げていく。

②余暇の活用（趣味・関心の拡大）
· 本人の趣味である書き取りや仲間とトランプゲ－ムができるよう介入する。

· 保護者である姉に依存的となっている為スタッフとの外出の機会を設けて楽しみの幅を広げる

· 本人の内面を理解できるよう定期的な面談を設ける。

＜評価＞

　余暇をホールで過ごす事ができるようになってきており、表情にも活気が見られてきている。今後も本人の趣味の拡大を図る為に様々な情報を提供していく。また保護者に対して、本人の健康状態などを説明し、間食などの量や外泊の日程についても検討していただくようにする。

２：船場　幸子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

①　強い不安と混乱

· 些細なことで不安になり、混乱する。（継続）物事の変化に弱く、すぐ不安になる。（継続）

· 物事の変化に弱く、すぐ不安になる

· 新たな取り組みや物事の変化による不安感が強い場合は、ゆっくり説明を行い、声かけを行う。

· 定期的に面談の機会を設け、日常生活で困っていることや訴えを傾聴する。

· グループの中でコミュニケーションを円滑にする為に、自己決定を促す。

②　健康管理　（食事管理・体調管理）
· 体重・体脂肪が増加傾向にあるため、外来で血液検査を実施しデータを基に食事指導や運動を促す。

· 必要があれば定期的に血液検査を行い、主治医から身体状態や気をつける点などについて説明をしてもらう。

· 自炊の際、量と油物が多いため、スタッフと一緒に買い物や料理を行い、食事の改善を行っていく。

· 1日20分以上の有酸素運動を行っていく。

· 今後、食事摂取量や運動方法を検討し、体重・体脂肪が減少しない場合は給食の食事形態の変更等を行っていく。
· 不調時に職員へ訴えることが出来るよう、定期的に面談の場を設けると共に、普段から声掛けを行い、訴えを行う場を設けるようにしていく。

· 本人の様子などで些細な変化に気付くようにする。

③　金銭管理（継続）
· ゆとりある金銭管理

· 先の不安から生活費を切り詰めて貯金している。貯金額が当初の目標金額に達している為、ゆとりのある金銭管理を随時促していく。

· 趣味や買い物などを提案したり、一緒に外出を行い、楽しみを体験することで、ニーズを広げていく。

· 衣類等一緒に整理を行い、必要があれば社会に出た時の身だしなみという点から説明を行い、衣類の購入を勧める。

④　夜間覚醒

· 夜間中途覚醒の改善

· 就寝前の水分調節や、排泄を行ってもトイレ覚醒してしまうことを主治医へ情報提供し、夜間の尿意を抑制する薬を処方してもらう。

＜評価＞
食事形態の変更後（軽食→常食・自炊の導入）以降から、本人の体重が徐々に増加しつづけているため、体重管理についての新しい評価シートの作成や精密な体脂肪などの計測、食事形態の変更を検討していく。引き続き、栄養指導と現在の自分の状態を振り返っていただくとともに定期的な面談を通じて本人の不安の軽減するように支援を行なっていく。

３：種本　サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：＜問題点＞

· 対人関係について(金銭トラブル)

· 本人が相談しやすい環境を作る。

· 対人関係によるストレスを為込まないように、本人と定的に面談を実施しアドバイスを行う。

· 関係機関と情報を共有し本人の状況を把握する。

· トラブルになった際の関係機関の役割分担を行う。
· 体調不良時について

· 体調不良時には、まず青明舎に連絡を入れ、必要に応じて病院受診をしてもらう。

· 体調不良に伴い他者への被害的発言が増える為、訪問しその都度対応する。

· デイナイトケアを休む際には連絡を入れること、また、日中を何処で過ごすかを伝えるようにしてもらう。

· 関係機関との情報共有方法について検討・調整を行う。

＜評価＞
　風邪などにより体調を崩しデイナイトケアを長期欠席することがある一方で、体調が悪いと話しデイナイトケアを欠席し、美容院や指圧など自分の余暇を楽しむ事も見られる。不調の際に訪問などを迅速に行う事が出来るようにするため、関係機関（デイナイトケア）などに情報共有の方法について検討を行なっていく。







